
 
卒業生：澤田 亮三さん（2017 年 工学部デザイン学科卒業 
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LINE ヤフー(株)で活躍する卒業生
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澤
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▲当日の様子 

▲自己分析とヤフーの企業分析を行うために澤田さんが書かれたイラスト 

と
あ
る
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の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
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13:00 チームでデザインの検討 
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フレックス制度により、ライフ 

スタイルに合わせて、働く時間を

自分で決められます！  
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︑
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︑
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︒
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︑
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澤
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︑
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︑
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︒
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︑﹁
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﹂
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︑
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︑
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︑
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︑
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私
の
中
で
﹁
Ｉ
Ｔ
﹂
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︑
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を
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︒
し
か
し
︑
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れ
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︑
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︵
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や
︑
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来
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経
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︒
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︑
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︑
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︵
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︑
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︑
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︑
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︑
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こ
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︑
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︑
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︒
社
会
人
と
な
っ
て

も
先
輩
の
よ
う
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
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︵
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・
ど
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０
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︵
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３
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学生から澤田さんへの質問💬💬 

1．社会人になる上で学生時代に学ん
でおくべきことはなんですか？ 

 

5．休日はどのように過ごしていま
すか？ 

 

4．苦手なことや短所をどのように克
服していますか？ 

 

3．仕事に対するモチベーションの保ち方 

 

2．入社前と入社後でのヤフーに対す
るギャップについて 

 

論理的に考え話す力。社会人になると、上司を
説得したり、プレゼンを行う機会が増えます。
主張する事柄に対して、なぜそうなのかと根拠
を述べられるようになることが大切なため、
日々心がけながら講義での課題やゼミでのプ
レゼンに取り組んでみると良いと思います。 

 

仕事のことは忘れて、ひたすら休みます！ 
ゲームが好きで、最近だとスプラトゥーンに
はまっています。 
また、日常生活の中には、思わぬところにヒン
トが隠されていることもあるため、常にアン
テナを張って過ごすようにしています。 

 

半年に６万円を自身の勉強に使用できる制度
があり、技術書やソフトを購入しています。 
また、分からないことはとにかく周りに聞く！
頼る！ことが大切だと考えています。 

 

どこでもオフィスという制度があり、家やカフ
ェ、サテライトオフィスなど、様々な場所で作
業を行うことが可能です！時に気分転換をし
ながら仕事に取り組んでいます。 

 

入社前は「先進的でベンチャー気質」というイ
メージがありましたが、入社してみると良くも
悪くも安定志向な一面を感じました。それに加
え、今の会社をより良くしていこうという上昇
志向を持っている社員も多いと感じています。 

 

夕方～ 新入社員の OJT 

メール確認等 


